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評価に関する説明

(評価基準)　「事業の必要性・事業の効率性　Ａ:妥当性が高い/Ｂ:おおむね妥当である/Ｃ:妥当性が低い」
　　　　　　　 「事業の有効性（達成度）　Ａ:目標を上回る成果、活動見込を上回って達成(100%以上)/Ｂ:おおむね目標どおりの成果、活動見込をおおむね達成(80%以上100%未満)/Ｃ:目標を下回る成果、活動見込を下回った(80%未満)」

今
後
の
対
応

当面の間は「活動実績」を高めるため、「ウォーキング推進事業」については、市町村の取組みや意
向も踏まえ、役割分担を明確にした上で、事業内容の見直し・改善を行った上で継続する。「働き盛
り世代の健康UPサポート補助事業」については、県内多くの事業所が健康づくりに取り組めるよう、
健康経営に係る連携協定企業の協力も得ながら、普及啓発にも工夫を凝らし継続する。

事
業
の
有
効
性

（
達
成
度

）

活動実績は見込みに見合ったものであるか。
また、整備された施設や成果物などは十分に活用されているか。

A
①「ウォーキング推進事業の参加者数」、②「事業所での健康づくり参加者数」とも、「活動実績」が見
込みを上回った。

成果実績は成果指標に見合ったものとなっているか。 A
①-1「県民の歩く歩数」、①-2「健康寿命」の「成果実績」はまだ出ていない。②「従業員の健康づくりに
取り組む事業所の数」は「成果実績」が見込みを上回った。

課
題

事業開始２年目で「活動実績」は見込みを上回っており、県民や市町村、補助事業を活用した事業者
から好評を得ているものの、県民の運動習慣として「ウォーキング」の取組みが浸透するまでは一定
の期間を要する。なお、事業成果は「成果実績」で測ることになるが、まだデータが公表されていな
いことから、現時点では「活動実績」を踏まえつつ、市町村や事業所のウォーキングの取組みと調
整・連携を図りながら、年度単位で事業手法やそれぞれの役割分担を含めた見直し・改善が必要。

事
業
の

必
要
性

事業の目的が県民や社会のニーズを的確に反映し、成果指標の明確な達
成手段として位置づけられ、優先度の高い事業となっているか。
また、市町村・民間等に委ねることができない事業なのか。

A

　本県民は、車社会を背景に歩く歩数が少なく、肥満や高血圧等の者の割合が高いため、健康寿命を
延伸するためには、運動習慣の定着を図る必要がある。そのため誰でも気軽に取組むことができて、
県民に波及効果の高い当事業の継続が求められている。市町村でもウォーキングの取組みを実施し
ているものの、人的・財政的理由から、積極的な取組みが実施できない市町村が７割程度あること、ま
た県内全域での広域な展開を望む意見が多数あることから、多くの市町村が自立した取組みとして自
走できるようになる当面の間は、県で市町村の取組みを後方支援していく必要がある。

事
業
の
効
率
性

－ － － １１,８６０ １１,８６０

事業所管部局による評価・検証（令和５年６月）

財源内訳
（単位:千円）

計

支出先の選定や受益者との負担関係は妥当であるか。 A
県内の医療・福祉関係団体及び全市町村で構成している実行委員会において、委託事業としてプロ
ポーザル方式等により適切に選定している。また、補助事業については、事業者に負担を求めており、
妥当である。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してよ
り効果的あるいは低コストで実施できているか。
また、類似事業がある場合、他部局等と適切な役割分担を行っているか。

A
本事業の実施方法について、市町村の要望も聞き取り、随時見直しを行い、事業の効率化を図ってい
る。類似の事業はない。

項目 評価
（ABC）

一般財源 ５,９３０ ５,９３０

５,９３０

　本事業の進捗は、県民の参加度合いとして、ウォーキング推進事業及び補助事業の実施状況で把握できるため、「活動指標」には「参加者
数」及び補助事業に参加する「事業所での健康づくり参加者の数」を設定。一方、「成果指標」としては、①ウォーキング推進事業につい
て、「県民の歩く歩数」の増加と「健康寿命」の延伸を、②補助事業については「従業員の健康づくりに取り組む事業所」の増加を設定。

県債

その他特定財源

国庫支出金 ５,９３０

④ 達成度 ％

③

１,０００

④

成果実績

目標値

②
働き盛り世代の健康ＵＰサ
ポート補助金

当初予算額
（単位:千円）

① ウォーキング推進事業 ８,８６０ １０,８６０ 達成度

３,０００

計 － － － １１,８６０ １１,８６０ 活動指標及び成果指標設定の考え方

％ ― 101% ―

１,５２１ ―

予算見積書グループ名 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 ―目標値 事業所 ― １,５００ １,５５０ １,６００

貸付
その他

達成度 ％ ―
実施方法

直接実施 委託・請負 補助 負担 交付
年齢 ―

事業概要
（令和４年度の

実施内容）

（１）ウォーキング推進事業
・ウォーキング大会の開催
　　「ウォーキングプロジェクト」の認知度向上を図り、県民の参加を促すため、初年度の
　キックオフイベントとして、こどもからシニアまで楽しみながら参加できるイベントとし
　て開催
・ウォーキング月間チャレンジの展開
　　上記大会を皮切りに県内全域で３月間にわたる取組みとして、各自設定した目標を達成
　した者の中から抽選で賞品をプレゼントするチャレンジ企画

（２）働き盛り世代の健康ＵＰサポート補助事業
・従業員のウォーキングの取組みを促す事業主に対しその経費を補助
　　補助率等：補助率1/2（上限10万円）
　　取組事例：事業所でウォーキング月間を設定し、上位者に賞品贈呈、
　　　　　　　ウェアラブル端末を購入し従業員に貸与　　　　　　　　等

④

成果指標及び
成果実績

（アウトカム）

上記実施方法とする理由：
①(負担金）実行委員会との連携を図り、効果的に実施するため。
②(補助金）働き盛り世代で運動習慣のない者の割合が高いため、事
業所単位で取組みやすい環境づくりを図るため。 ② 従業員の健康づくりに取り組む

　事業所の数
　※「やまがた健康企業宣言」登録事業所数

成果実績 ―

― ― ― ―

―

①-2 健康寿命
　※厚生労働省「健康日本21の地域格差の評価
　と要因分析に関する研究」（３年毎に実施）

成果実績 ― ― ― ― ―

目標値

達成度 ％ ― ― ― ―

― ― ― ―

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
令和ー年度
(最終目標)

①-1県民の歩く歩数
　※ 国民健康・栄養調査（令和６年度に実施
　予定）で令和７年度末に公表予定

成果実績
(H28)

男性7,098歩
女性5,893歩

―

成果指標（所管部局の分析） 単位

― ― ―

目標値 歩数 ― ― ―
男女とも
＋1,000歩

―

当初見込み

活動実績

Ｒ６年度において
男性73.73歳、女性76.62歳

当初見込み 人 ― ４５０ ６００ ７５０ ―

事業の目的
　県民が生涯にわたっていきいきと活躍し続けるためには、健康寿命の延伸が必要であり、
誰でも気軽に取り組むことのできる「ウォーキング」に特化したプロジェクトを展開するこ
とで、県民一人ひとりの自発的な健康づくりを促すもの。

③
活動実績

当初見込み

―

総合発展計画実施
計画の位置付け

政策の柱、
政策

[政策の柱４] 県民が安全・安心を実感し、総活躍できる社会づくり
[政策３] 保健・医療・福祉の連携による「健康長寿日本一」の実現

当初見込み 人 ― １,３００ ５,６００ ６,２００ ―

施策 [施策１] 県民一人ひとりの主体的な健康づくりの促進
② 事業所での健康づくり参加者数
　　　　　　　　　　　　（累計）

活動実績 人 ― ８６３ ―

目標指標 健康寿命（日常生活に制限のない期間）

令和５年度 令和６年度
令和ー年度
(最終目標)

部局・担当課名 健康福祉部　がん対策・健康長寿日本一推進課 ① ウォーキング推進事業の参加者数
　　　　　　　　　　　　（単年度）
　R4　ウォーキング大会+月間チャレンジ
　R5～スタンプラリー＋WEB大会＋ウォーキング

活動実績 人 ― １,３８２

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度事業名 健康づくりウォーキング推進事業費 開始/終了(予定)年度 令和４ / 未設定

成果実績 直 近 値（令和元年度） 男性72.65歳 女性75.67歳

次期公表 （令和 ４年度） <令和５年冬公表予定>

目 標 値（令和 ７年度） 平均寿命の増加分を上回る健康寿命

の増加<令和８年公表予定>

資料２ー②




